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事業概要
手取川は日本でも有数の急流河川であり、一度洪水被害が発生した場合、その影響は計り知れない。そのため治水安全度
向上は急務である。当該区間は堤防抵抗力総合評価によりＣ～Ｄに位置付けられており、破堤時の被害が最も大きい区間で、
一連水衝部にもなっていることから、堤防の「ねばり強さ」を高めるものとして、前腹付工による対策を行うものである。

※ ﾗ ﾝ ｸ ｲ ﾒ ｰ ｼ ﾞ
A 及 び A A ： 当 面 対 策 が 不 要

Ｂ ： 将 来 的 に は 対 策 が 望 ま し い
Ｃ ： 対 策 が 必 要
Ｄ ： 早 急 に 対 策 が 必 要急流河川対策

（出口地区）

対策箇所（出口地区）

 
手取川横断図

L7.6K破堤時浸水深
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合計被害額 左岸

合計被害額 右岸

心臓部対策箇所

L7.6K破堤時被害額

手取川左岸破堤による小松市氾濫状況

梯
川

根上、寺井、小松方面

急流河川対策工（前腹付け工）急流河川対策工（前腹付け工） １／２１／２



急流河川対策 出口地区 計画延長 L=1,200m

手取川

前腹付工

140m（基本）

L=１４０ｍ（基本）

「ねばり」による被害の軽減

対策効果

： H17年度までの施工済み箇所

： H18年度実施箇所

： H18年度調整費要求箇所

： H19年度要求箇所（基本）

： H19年度要求箇所（追加）

： H19年度要求箇所（特追）

： 一連区間工事残

： 他費目（災害復旧費等）

凡　　　　　例

対策箇所斜写真

10m

１：３

標準断面図

整　備　箇　所 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

急流河川対策工

手取川急流河川対策　堤防質的強化　事業工程

出口地区　L=1,200m 下清水地区　L=800m 岩内地区

L=800m

急流河川対策工（前腹付け工）急流河川対策工（前腹付け工） ２／２２／２



中央拠点整備状況

西部拠点キーワード：鳥
中央拠点キーワード：水
東部拠点キーワード：植物東部拠点キーワード：植物

中島小学校児童による野外学習状況

西部拠点イメージパース

東部上流拠点イメージパース
中央拠点利用状況（じゃぶじゃぶ池でのアユのつか

みどり）橘小学校総合学習

川北町

東部下流利用状況

○事 業 の 概 要

川北町は、平成９年１月に水辺の楽校プロジェクトの登録を受け、西部、中央、東部の３拠点においてそれぞれの特色を生かした整備計画が策定されて
おり、中央拠点の基盤整備については完成しており、西部拠点は平成１８年度に完成予定である。 今回整備する東部拠点については、手取川によって形成
された豊富な自然環境を活かした野外学習の広場を整備する計画となっており、主に植物観察ポイントとして整備を行うものとなっています。

水辺の楽校水辺の楽校 東部拠点の整備東部拠点の整備 １／２１／２





目 的

計画高水流量５，０００m3/sを流下させるための流下能力不足解消。
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計画高水5,000m3/sを流下させるこ
とが出来ない。

手取川河口部の改修手取川河口部の改修 １／２１／２



段階施工計画

① 河道内の樹木群を計画的に伐採する。 （H15～H16実施）
②-1 H18.7洪水で被災した区間について災害復旧事業により低水護岸（L=108m）を実施予定
②-2重要水防箇所(Aランク)の212m区間について低水護岸を実施する。（H19予算要求箇所）
③ 河床掘削を実施する。
④ 西川・熊田川の合流点に樋門を設置し、手取川の外水氾濫を防止する。
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西川西川

②-2

手取川のHWLでの
浸水想定面積

A=110ha

樋門の設置

河道掘削 ③ ② 低水護岸

①樹木伐採

③

重要水防箇所（Ａランク）

水衝部で堤防の前面が深掘れしているが、その対
策が未施工のため、水防上最も重要な区間（Ａラン
ク）と位置づけている。

手取川河口部の改修手取川河口部の改修 ２／２２／２




